


























assessment index(HOMA-R index)、血漿グルコースおよび血清脂質を検討した。 
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 結果として今までの報告と同様に喫煙者は非喫煙者に比べ、有意に HOMA 指数の増加を
認め(インスリン抵抗性の誘導)、HDLコレステロールも低下していた。しかし多変量解析
は行っておらず、そのデータの解析方法に問題があった。またインスリン抵抗性は
Euglycemic Clamp の方法でなく HOMA-R という簡便法で行っており、またニコチンレベル
も測定していないなど実験デザインにも問題点が数多くあったが、引き出された結論は未
完成ながら、ある程度妥当なものであった。 
審査結果 
 論文は表が 2枚とデータ不足であり、統計解析も十分行っておらず、プレリミナリーな
研究の感は否めない。またインスリン抵抗性の意味を理解していないなど、不十分な点
もあったが審査においての質問には概ね答えていた。今後の努力と精進が待たれるが、
将来に期待して審査委員全員合意の上、最終試験に合格したものと判定した。 
